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北浜地区自治会（防災部）
昭和６１年に北浜地区自治会が結成。

従来は、町の総合防災訓練に合わせて

避難訓練を実施していたが、平成２０年

度から本格的に防災活動を開始した。

北浜地区２７６世帯で構成されている。

団体概要

マップづくりで団結
今後も防災に力注ぐ

援
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
要
援
護
者
情

報
を
し
る
し
た
「
地
域
支

え
合
い
マ
ッ
プ
」
を
製
作
。

各
世
帯
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
を
抜
粋
し
た
小
型
版

を
配
布
し
、
こ
れ
を
活
用

し
た
要
援
護
者
の
避
難
訓

練
や
夜
間
の
避
難
訓
練
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
を
機
に
同
自

治
会
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
災

害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を
活
用

し
た
安
否
確
認
の
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
む
な
ど
意

欲
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
海
抜
が
低
く
過
去
に
何

度
も
津
波
被
害
を
受
け
て

き
た
北
浜
地
区
。
高
齢
化

率
も
高
い
地
区
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
北
浜
地
区
自
治

会（
武
 
 清
  吉
 会
長
）
で
は
、

せ
い
 き
ち

平
成
　
年
５
月
か
ら
高
齢

２０

者
な
ど
要
援
護
者
の
避
難

支
援
体
制
づ
く
り
に
着
手

し
ま
し
た
。

　
同
年
　

月
に
は
県
の

１０

「
地
域
支
え
合
い
マ
ッ
プ

づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
」
を

導
入
し
、
各
行
政
区
ご
と

の
リ
ー
ダ
ー
や
避
難
支
援

者
を
選
任
す
る
な
ど
の
支

「地域支え合いマップづくり」に取り組む地区の皆さん
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　災害が発生し、危険が身に迫ったとき、まずは自分の身は自分で守る「自助」

が必要です。しかし、自分や家族の力だけで大規模災害に対処するには限界が

あります。また、消防署や町内１３カ所で組織されている町消防団などによる

「公助」でも、大きな災害になればなるほど、道路の寸断や大規模災害の発生な

どにより町内すべての災害へ速やかに対処することが困難になることが想定さ

れます。今回は、住民が共に助け合う「共助」の精神の下、地域が一丸となり、

防災活動に取り組む自主防災組織を紹介します。



【５】

地域の連帯感を深めながら、災害発生

時の被害防止や軽減を図ることを目的

に平成１９年２月２０日に設立。八幡１区

～７区、中央１区～４区の３３５世帯で

構成されている。

山田中地区自主防災会
団体概要

住民の防災意識高め
独自の活動継続する

が
地
区
内
を
歩
い
て
確
認
。

避
難
の
手
助
け
が
必
要
な

高
齢
者
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

し
な
が
ら
各
行
政
区
ご
と

の
名
簿
と
地
図
を
独
自
に

作
成
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
▽
町
の

住
民
協
働
推
進
事
業
に
よ

る
防
災
資
機
材
の
配
備
▽

住
所
や
健
康
状
態
な
ど
個

人
情
報
を
記
す
「
災
害
時

個
人
情
報
カ
ー
ド
」
の
住

民
へ
の
配
布
▽
古
井
戸
の

再
利
用
▽
消
火
器
や
車
い

す
の
操
作
訓
練
―
―
な
ど

の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
山
田
中
地
区
自
主
防
災

会
（
東
海
林
 
 本
部
長
）

は
、
も
と
も
と
自
治
会
組

織
の
な
か
っ
た
八
幡
町
と

中
央
町
の
一
部
で
組
織
的

に
防
災
に
取
り
組
む
た
め

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
は
、
住
民
の
防
災

に
対
す
る
意
識
調
査
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
こ
の
結
果
、

防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
、
防
災
啓

発
の
チ
ラ
シ
配
布
や
講
演

会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
地
区
の
世
帯
構

成
を
把
握
す
る
た
め
役
員

　地域支え合いマッ

プづくりを通じて、

北浜地区が防災とい

う一つの目標に向

かって取り組んだお

かげで、住民の防災

意識が大きく変わっ

たと実感しています。

それまでの避難訓練

ではただ避難するだ

けで終わっていたの

が、災害が長期化す

れば食料も必要だし、

寒い季節であれば防

寒対策も必要だとい

うことを理解できるようになったようです。

　この事業をこのまま終わらせるのではなく、今以

上によりよい防災対策ができるように防災部のメン

バーや地域の方々と話し合いを重ね、新しいことも

取り入れるなど試行錯誤しながら災害に強い地域づ

くりに取り組んでいきたいと考えています。

インタビュー 高齢者など災害時要援護者に対する支援体制づくりに取

り組むなど、先進的な団体のリーダーに話を伺いました。

　山田中地区自主防

災会は、災害に対し

て自分たちの地域は

自分たちで守ろうと

いう住民の声からス

タートしました。役

員同士で防災につい

て勉強を重ねながら、

まずは、住民の皆さ

んの防災意識を高め

ることから始めまし

た。いろいろな防災

情報を盛り込んだチ

ラシを３カ月に１回

のペースで配布した

り、防災の講習会などを開催しました。これらの活

動の積み重ねがあって本年２月の大津波警報発令の

際には、地区の方々が参集し、安否確認や避難支援

などに協力していただきました。

　これからも活動を続け、地域が一致団結して防災

に努めていければと思っています。

北浜地区自治会　防災部長

鳩山 好  夫 さん（北浜町・62歳）
よし お

山田中地区自主防災会　本部長

東海林 さん（中央町・64歳）

平成19年度に実施した講演会の様子
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ひ
ろ
し

ひろし
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自
主
防
災
組
織
と
は

　「
共
助
」
と
は
、
互
い
に
助

け
合
う
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
崩
れ
た
建
物
の
下
か
ら
救

出
さ
れ
た
人
々
の
多
く
は
、

地
域
住
民
の
活
躍
に
よ
り
助

け
出
さ
れ
た
と
い
う
報
告
が

あ
り
、
地
域
住
民
が
協
力
し

合
っ
て
助
け
合
う
「
共
助
」

の
力
で
災
害
時
の
被
害
を
最

小
に
食
い
止
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
共
助
の
力
を
最
大
限

に
発
揮
す
る
た
め
結
成
さ
れ

る
の
が
自
主
防
災
組
織
で
す
。

同
組
織
の
活
動
は
、
地
域
内

で
の
情
報
収
集
や
初
期
消
火

消
防
協
力
隊
や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が

あ
り
ま
す
。
町
で
は
こ
れ
ら
の
団
体

に
防
災
資
機
材
を
交
付
し
、
地
域
の

自
主
防
災
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
防
災
活
動
に
は
地
域
全
体
で
取
り

組
ん
だ
方
が
効
果
的
で
す
。
自
主
防

災
組
織
が
無
い
地
区
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
設
置
を
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
町
総
務
課
危
機
管

理
室
（
察
　－

３
１
１
１
内
線
４

８２

６
０
）
へ
ど
う
ぞ
。

活
動
、
負
傷
者
の
救
出
や
避
難
誘
導
、

食
料
や
水
の
分
配
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
常
時
に

も
防
災
知
識
を
広
め
る
広
報
活
動
や

地
域
内
の
安
全
点
検
な
ど
を
行
う
ほ

か
、
独
自
の
防
災
訓
練
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。

　
町
内
の
活
動
状
況

　
町
内
で
自
主
防
災
活
動
に
取
り
組

む
団
体
は
現
在
　
団
体
。
ま
た
、
田

１１

の
浜
や
大
浦
な
ど
５
地
区
に
は
婦
人

対　象　地　区団　体　の　名　称

北浜地区北浜地区自治会

飯岡、長崎地区飯岡地区住民自治会

船越地区全域船越地区自治連合会自主防災部

船越前須賀地区前須賀自治会

大沢川向、袴田地区大沢袴田川向地区自治会

中央町の一部、後楽町愛宕地区自主防災会

大浦地区大浦地区自主防災活動推進協議会

織笠森地区織笠森地区自主防災会

中央町の一部、八幡町山田中地区自主防災会

境田、川向地区山田南自治会

八千代地区八千代地区自治会

◆町内の自主防災活動団体

八千代地区自治会（自主防災部）
昭和６０年、同地区の町内会「和合の会」

が基となり設立。明るく住みよい地域づ

くりを実践しており、平成１９年度には県

の「元気なコミュニティ１００選」に選定。

八千代地区の８３世帯で構成されている。

団体概要

防災資機材を活用し
住民意識の向上図る

避
難
訓
練
と
水
害
に
備
え
た

土
の
う
袋
の
作
成
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
消
火

器
訓
練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し

た
救
急
救
命
訓
練
、
非
常
食

炊
き
出
し
訓
練
を
行
う
な
ど

積
極
的
に
防
災
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
会
長
の
吉
川
さ
ん
は
「
最

近
で
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
突

発
的
な
雨
が
多
く
、
河
川
か

ら
水
が
溢
れ
出
す
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
今
後
は
、
水
害
対

策
の
訓
練
を
充
実
さ
せ
な
が

ら
、
継
続
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
八
千
代
地
区
自
治
会
（
吉

川
 義
  男
 会
長
）
で
は
、
平
成

よ
し
 
お

　
年
度
に
町
か
ら
防
災
資
機

２０材
が
配
布
さ
れ
た
こ
と
を
機

に
自
主
防
災
部
を
結
成
し
ま

し
た
。

　
水
害
や
地
震
に
よ
る
被
害

が
想
定
さ
れ
る
同
地
区
で
す

が
、
今
ま
で
は
町
の
総
合
防

災
訓
練
に
参
加
す
る
人
は
ほ

と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
住
民
の
防
災
意
識

を
変
え
る
た
め
に
防
災
資
機

材
を
使
っ
た
訓
練
の
実
施
を

決
定
。　

年
度
に
は
、
町
の

２１

総
合
防
災
訓
練
に
あ
わ
せ
て

地
域
力
で
被
害
を
最
小
に

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま
せ
ん
か

平成２１年度の町総合防災訓練

に合わせて土のう積みの水防

訓練を行いました（上写真）／

八千代地区自治会の吉川会長

シリーズ：防災③


